
                                                                                                                            別紙様式１ 

国立大学法人熊本大学の中期計画新旧対照表 

 

 

現  行 変 更 案 変更理由 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとる

べき措置 

 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

③医学教育部：医学及び生命科学の分野において、高度な知識と研究 

能力、生命と医療に関する倫理観及び先進的医療を構築・実践で 

きる洞察力と技量を身に付けた研究者及び高度専門職業人を養成 

するため、コースワーク及び研究指導を充実する。 

    

 

  

 

 

（略） 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

①生命科学において、グローバルCOE「細胞系譜制御研究の国際的人 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべ

き措置 

 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

③医学教育部：医学及び生命科学の分野において、高度な知識と研究 

能力、生命と医療に関する倫理観及び先進的医療を構築・実践でき 

る洞察力と技量を身に付けた研究者及び高度専門職業人を養成する 

ため、コースワーク及び研究指導を充実する。 

  特に、「国際先端医学研究機構」における完全英語公用語化やオ 

ープンラボでの国際共同研究活動に大学院生を参画させ、本機構の 

研究への取組を大学院教育へ波及させるなど、国際通用性の高い教 

育を推進する。 

 

（略） 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

①生命科学において、グローバルCOE「細胞系譜制御研究の国際的人材                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国立大学の機

能強化」実施に

伴う変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国立大学の機

能強化」実施に

伴う変更 

                                                                 熊本大学－１ 



現  行 変 更 案 変更理由 

材育成ユニット」プログラム及び「エイズ制圧を目指した国際教

育研究拠点の形成」プログラムの着実な遂行等を通して質の高い

先端研究を組織的・機動的に展開し、国際的な研究能力を有する

人材を育成するとともに、グロ－バルな共同研究ネットワークの

拡充・発展を通して国内外の共同研究を先導する。 

 

 

 

 

 

（略） 

 

３ その他の目標を達成するための措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

（２）国際化に関する目標を達成するための措置 

育成ユニット」プログラム及び「エイズ制圧を目指した国際教育研

究拠点の形成」プログラムの着実な遂行等を通して質の高い先端研

究を組織的・機動的に展開し、国際的な研究能力を有する人材を育

成するとともに、グロ－バルな共同研究ネットワークの拡充・発展

を通して国内外の共同研究を先導する。更に、研究組織を戦略的に

統括する国際先端医学研究機構を平成27年度に設置し、オックスフ

ォード大学等から世界一線級の研究者を招へいするとともに、国際

公募を通して優秀な先導的若手研究者の発掘・育成を行い、感染領

域や造血領域等で国際的に卓越した先導的研究に取り組む。 

 

（略） 

 

３ その他の目標を達成するための措置 

（１）地域を志向した教育・研究に関する目標を達成するための措置 

  １）「地域のための大学」として、地域を志向した教育・研究を

推進する。このため、大学の組織改革を行い、全学的な教育カ

リキュラムの改革に取り組み、学生の地域に関する知識・理解

を深め、地域で学び、創造力をもって地域の課題解決に挑戦し

、社会に貢献する人材育成を行っていくなど、地域の課題（ニ

ーズ）と大学の資源（シーズ）の効果的なマッチングによる地

域の課題解決に向けた取組を進める。 

 

（２）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置 

   

（略） 

 

（３）国際化に関する目標を達成するための措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年度地(

知)の拠点整備

事業「活力ある

地域社会を共に

創る火の国人材

育成」の採択に

伴う変更 
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現  行 変 更 案 変更理由 

①英語による授業の実施、留学生を対象とする日本語教育の充実、交

流協定校等との教育プログラムの拡充などを通じて、学生の国際的

な交流を推進する。 

 

 

 

 

 

 

②（略） 

 

①（略） 

 

②（略） 

 

① 第一期に設置された「国際化推進機構」が中心となり、学内文書

の英語・中国語・韓国語等への多言語化やワンストップサービス

をはじめとする国際化に対応した留学生･外国人研究者への支援環

境の整備を強化する。 

 

②本学に留学した学生の組織化、海外オフィスの増設など、海外拠点

の整備を進めるとともに、教育・研究に関する取組を世界に向けて

発信する。 

 

 

 

 

①スーパーグローバル大学創成支援「地域と世界をつなぐグローバル

大学Ｋｕｍａｍｏｔｏ」事業の目標達成に向け、国際化推進機構及

び国際化推進センターの改組により、新たにグローバル推進機構、

グローバル教育カレッジ及びグローバル交流支援オフィスを設置す

る。学部学生や留学生等を対象とした英語によるリベラルアーツ等

の科目20科目以上及び日本語・日本文化等の科目10科目以上を新た

に提供するとともに、地域のグローバル交流支援や高大連携を通じ

た早期グローバル教育等の取組を進める。 

 

②（略） 

 

①（略） 

 

②（略） 

 

① グローバル推進機構が中心となり、学内文書の英語・中国語・韓国

語等への多言語化やワンストップサービスをはじめとする国際化に

対応した留学生･外国人研究者への支援環境の整備を強化する。 

 

 

②本学の海外戦略重点地域である環黄海諸国、ASEANをはじめとする東

南アジア、インド、サブサハラ・アフリカ、豪州及び欧米諸国など

において、海外拠点の整備を進めるとともに、本学に留学した学生

の組織化及びそのネットワークを活用して、教育・研究に関する取

組を世界に向けて発信する。また、国立六大学国際連携機構の枠組

みを活用して、共同での留学生フェアやセミナー等を年間２回以上

開催し、海外での広報やリクルート活動を積極的に推進する。 

平成26年度「ス

ーパーグローバ

ル大学創成支援

」事業の採択に

伴う変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年度「ス

ーパーグローバ

ル大学創成支援

」事業の採択に

伴う変更 

平成26年度「ス

ーパーグローバ

ル大学創成支援

」事業の採択に

伴う変更 

                                                                 熊本大学－３ 



現  行 変 更 案 変更理由 

（略） 

 

（３）附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

（４）附属学校に関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべ

き措置 

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

③学長のリーダーシップの下、本学の重点的な施策を機動的に展開す

るため、学長裁量資源を拡充するとともに、戦略的な資源配分を行

う。 

 

             （略） 

 

①教育研究等の活動を活発に展開するため、柔軟な人事・給与制度の

整備を推進するとともに、教職員のモチベーションの向上に繋がる

施策を拡充する。 

 

（略） 

（略） 

 

（４）附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

（５）附属学校に関する目標を達成するための措置 

      
（略）                

 
Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき

措置 

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

 

           （略） 

 

③学長のリーダーシップの下、教育研究組織等の再編成とともに、予

算・ポスト等全学資源の再配分を行う大学戦略会議を設置し、また

、本学の重点的な施策を機動的に展開するため、学長裁量資源を拡

充し、戦略的な資源配分を行う。 

              （略） 

 

①教育研究等の活動を活発に展開するため、年俸制の導入・促進を行

い、適切な業績評価体制を整備し、人事給与システムの弾力化に取

り組むとともに、教職員のモチベーションの向上に繋がる施策を拡

充する。 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国立大学の機

能強化」実施に

伴う変更 

 

 

 

「国立大学の機

能強化」実施に

伴う変更 

 

 

                                                                 熊本大学－４ 



現  行 変 更 案 変更理由 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

１ 重要な財産を譲渡する計画 

予定なし 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

１ 重要な財産を譲渡する計画 

  ・黒髪団地北地区及び南地区の土地の一部（熊本県熊本市中央区

黒髪２丁目39番１号及び同黒髪２丁目40番１号 1,464.30㎡）

を譲渡する。 
 
 
 

    ・ 沿岸域環境科学教育研究センター・合津マリンステーションの 

    教育研究用船舶１艇（熊本県上天草市松島町合津6061番 9.7 

トン）を譲渡する。     

・熊本市の橋の

架け替え事業に

必要となる本学

の土地の一部に

ついて、当該自

治体からの譲渡

要望に応じるた

め 

・新船舶の導入

に伴い、老朽化

した旧船舶の今

後の使用計画が

なくなったため 

 

                                                                 熊本大学－５ 


